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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 4日 (2006.12.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 り ん 酸 、 硝 酸 、 酢 酸 お よ び 水 か ら な る エ ッ チ ン グ 液 の 硝 酸 の 濃 度 が 高 い 場 合 に お
い て 、 レ ジ ス ト が 劣 化 し て レ ジ ス ト 表 面 に ヒ ビ 割 れ が 発 生 す る が 、 ヒ ビ 割 れ は レ ジ ス ト 表
面 に 抑 え ら れ て い る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 ま た 、 エ ッ チ ン グ
液 に よ る レ ジ ス ト の 収 縮 は 一 定 以 上 は 進 行 し な い こ と （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 ま た
、 酢 酸 の 添 加 に よ り レ ジ ス ト が 保 護 さ れ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １
参 照 ） 。 し か し な が ら 、 硝 酸 濃 度 が 高 い 場 合 に お い て 、 エ ッ チ ン グ 後 に 電 子 顕 微 鏡 で レ ジ
ス ト 表 面 を 観 察 す る と 、 レ ジ ス ト 表 面 に ヒ ビ が 入 っ て い る ほ か 、 エ ッ チ ン グ 面 よ り 内 側 の
レ ジ ス ト と 金 属 膜 と の 界 面 に 、 エ ッ チ ン グ 液 の 滲 み 込 み に よ る エ ッ チ ン グ 痕 （ 以 下 「

」 と よ ぶ ） が 生 じ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 の 結
果 、 レ ジ ス ト で 覆 わ れ る 金 属 膜 表 面 は エ ッ チ ン グ さ れ て 平 坦 で な く な り 、 所 望 の 形 状 が 得
ら れ な い た め 問 題 と な る 。 「 」 お よ び そ の 防 止 方 法 に つ い て 開 示 し
て い る 先 行 技 術 は な く 、 ま た 、 硝 酸 が 高 濃 度 の 場 合 に を 起 こ さ ず に
エ ッ チ ン グ を す る 技 術 に つ い て は 未 だ な さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 微 細 化 の 進 行 に よ り 、 エ ッ チ ン グ 後 の 金 属 膜 表 面 に つ い て 、 エ
ッ チ ン グ 面 に 表 面 荒 れ の な い 、 高 い 平 滑 性 を 有 す る 高 品 質 の も の が 求 め ら れ て い る 。 添 加
剤 を 加 え て エ ッ チ ン グ 後 の 金 属 膜 表 面 の 状 態 を 改 善 す る 試 み と し て 、 例 え ば 、 気 泡 が 金 属
膜 表 面 に 付 着 し て い る と エ ッ チ ン グ が 阻 害 さ れ エ ッ チ ン グ 面 の 平 滑 性 が 失 わ れ る た め 、 硝
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酸 が 金 属 膜 を エ ッ チ ン グ す る 際 に 発 生 す る 水 素 の 金 属 膜 表 面 へ の 付 着 を 防 止 す る 目 的 で 、
り ん 酸 、 硝 酸 、 酢 酸 及 び 水 を 主 成 分 と す る エ ッ チ ン グ 液 に 、 さ ら に ト リ ア ル キ ル ア ミ ン オ
キ サ イ ド 界 面 活 性 剤 を 添 加 し た エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ５
） 。 ま た 、 エ ッ チ ン グ 液 の 微 細 加 工 性 を 改 善 す る た め に 、 濡 れ 性 を 向 上 す る 目 的 で 界 面 活
性 剤 を 加 え れ ば よ い こ と が 知 ら れ て い る が （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ６ ） 、 表 面 荒 れ の な い 、 高
い 平 滑 性 を 有 し た 高 品 質 な エ ッ チ ン グ 面 を 有 す る テ ー パ ー 形 状 を 形 成 す る こ と に つ い て は
何 も 触 れ ら れ て い な い 。
　 以 上 の よ う に 、 テ ー パ ー 角 が 小 さ く 、 表 面 荒 れ の な い 、 高 い 平 滑 性 を 有 し た 高 品 質 な エ
ッ チ ン グ 面 を 有 す る テ ー パ ー 形 状 を 形 成 す る と と も に 、 が 生 じ な い
エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 未 だ 開 発 さ れ て い な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 点 を 解 消 し 、 金 属 膜 、 特 に ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 膜 を 制 御 性 よ く エ ッ チ ン グ し 、 適 切 な テ ー パ ー 形 状 を 形 成 し 、 且 つ 平 滑 な 表 面 と す
る と と も に 、 が な い 、 エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 金 属 膜 を エ ッ チ ン グ す る エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 、 ア ル キ ル 硫 酸 エ ス テ ル ま た は
パ ー フ ル オ ロ ア ル ケ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル ス ル ホ ン 酸 及 び そ れ ら の 塩 の あ る 特 定 の 界 面 活
性 剤 を 含 有 す る こ と に よ り 、 金 属 膜 、 と く に ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜 の エ ッ
チ ン グ レ ー ト を 抑 制 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 金 属 膜 の エ ッ チ ン グ 後 の 形 状 を 安 定 し た
テ ー パ ー 形 状 と す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 金 属 膜 エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 、 硝 酸 の 濃 度 が 高 い に も か か わ ら ず 、

が 発 生 し な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 驚 く べ き こ と に 、 金 属 膜 の エ ッ チ ン グ 後 に 形 成 さ れ る エ ッ チ ン グ 面 は 、 表 面 荒
れ の な い 、 平 滑 な 表 面 を 得 る こ と が で き る 。 そ の メ カ ニ ズ ム は 、 明 確 で は な い が 、 本 発 明
に 用 い ら れ る 界 面 活 性 剤 が 金 属 膜 表 面 及 び レ ジ ス ト 表 面 へ 吸 着 す る こ と に よ り 、 金 属 膜 表
面 及 び レ ジ ス ト 表 面 を 保 護 す る 役 割 を 果 た し 、 そ の 結 果 エ ッ チ ン グ レ ー ト を 制 御 す る こ と
が で き る た め 、 金 属 膜 の エ ッ チ ン グ 後 の 形 状 を テ ー パ ー 角 が 小 さ く 、 安 定 し た テ ー パ ー 形
状 と す る こ と が で き 、 ま た 、 エ ッ チ ン グ 面 は 平 滑 に な る と と も に 、
が 生 じ な い こ と が 考 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 記 述 す る 。
　 本 発 明 の エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 、 ア ル キ ル 硫 酸 エ ス テ ル ま た は パ ー フ ル オ ロ ア ル ケ ニ ル
フ ェ ニ ル エ ー テ ル ス ル ホ ン 酸 及 び そ れ ら の 塩 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ 種 ま た は ２ 種 以
上 の 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 。
　 こ れ ら の 塩 と し て は 、 ナ ト リ ウ ム 塩 な ど の ア ル カ リ 金 属 塩 で あ っ て も よ い が 、 半 導 体 基
板 を 汚 染 す る 点 を 考 慮 す る と 、 有 機 ア ミ ノ 化 合 物 と の 塩 が 好 ま し い 。
　 特 に 、 ア ル キ ル 硫 酸 エ ス テ ル 塩 は 、 ア ル キ ル 硫 酸 エ ス テ ル と ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ま た
は モ ノ エ タ ノ ー ル と の 塩 が よ り 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 界 面 活 性 剤 の 濃 度 は 、 十 分 な エ ッ チ ン グ レ ー ト 抑 制 効 果 を 得 る こ と
が で き 、 が 発 生 す る こ と な く 、 安 定 し た テ ー パ ー 形 状 を 形 成 で き 、
か つ エ ッ チ ン グ 液 へ の 良 好 な 溶 解 性 を 保 つ に は 、 好 ま し く は 、 エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 全 体 に
対 し て 、 ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０ 質 量 ％ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ ２ 質 量 ％ で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 表 １ に 本 発 明 の 実 施 例 を 比 較 例 と と も に 示 す 。
　 表 １ に 使 用 し た エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 の 成 分 と 組 成 比 お よ び 該 エ ッ チ ン グ 液 を 使 用 し て 以
下 の 項 目 方 法 に よ り 測 定 評 価 し た 結 果 を 示 す 。
（ ア ル ミ ニ ウ ム 膜 エ ッ チ ン グ レ ー ト ）
　 ５ ０ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 の ア ル ミ ニ ウ ム 膜 上 に レ ジ ス ト パ タ ー ン を 形 成 し た 基 板 を 、 エ ッ チ ン
グ 液 組 成 物 に ４ ２ ． ５ ℃ 、 １ 分 間 浸 漬 処 理 し 、 水 洗 、 乾 燥 後 、 レ ジ ス ト を 剥 離 し 、 触 針 式
膜 厚 計 に よ り エ ッ チ ン グ 量 を 測 定 し た 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ア ル ミ ニ ウ ム 膜 の エ ッ チ ン グ 面 の 表 面 荒 れ お よ び ）
　 Ｓ ｉ 基 板 上 に 下 地 膜 、 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を 形 成 し た 基 板 を 、 エ ッ チ ン グ 液 に ４ ２ ． ５ ℃ 、
エ ッ チ ン グ レ ー ト か ら 算 出 さ れ る ジ ャ ス ト エ ッ チ ン グ 時 間 の １ ． ２ 倍 の 時 間 で 浸 漬 処 理 し
、 水 洗 、 乾 燥 後 レ ジ ス ト 剥 離 し た も の に つ い て 、 電 子 顕 微 鏡 観 察 を 行 い ア ル ミ ニ ウ ム 膜 の
エ ッ チ ン グ 面 の 表 面 荒 れ お よ び を 評 価 し た 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
[実 施 例 １ ～ ６ ]
　 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ア ル キ ル サ ル フ ェ ー ト ま た は パ ー フ ル オ ロ ア ル ケ ニ ル フ ェ ニ ル エ
ー テ ル ス ル ホ ン 酸 を り ん 酸 、 硝 酸 、 酢 酸 お よ び 水 の 混 合 液 に 添 加 す る こ と に よ り 、 添 加 し
な い 場 合 と 比 べ エ ッ チ ン グ レ ー ト が 抑 制 さ れ 、 角 度 の 小 さ い 安 定 し た テ ー パ ー 形 状 を 形 成
で き 、 さ ら に 表 面 荒 れ 並 び に が 生 じ る こ と が な い 。 ま た 、 こ れ ら の
エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 、 Ｔ Ｓ Ｃ Ａ 非 該 当 で あ り 、 安 全 性 に も 優 れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
[比 較 例 １ ～ ７ ]
　 硝 酸 、 酢 酸 の 組 成 比 を 高 め る こ と に よ り 角 度 の 小 さ い テ ー パ ー 形 状 を 形 成 で き る が 、 エ
ッ チ ン グ レ ー ト が 高 く 、 制 御 が 難 し く 、 表 面 荒 れ が 生 じ 、 ま た 、 が
生 じ た 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 本 発 明 の エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 は 、 金 属 膜 の エ ッ チ ン グ 後 の 断 面 形 状 を 制
御 性 よ く 角 度 の 小 さ い 安 定 し た テ ー パ ー 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る と と も に 、 エ ッ チ ン
グ 面 に 発 生 す る 表 面 荒 れ を 防 止 す る こ と が で き 、 を 防 止 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 金 属 膜 の エ ッ チ ン グ 液 組 成 物 を 使 用 す る こ と に よ り 、 金 属 膜 を 制 御 性 よ く 、 適
切 な テ ー パ ー 形 状 に エ ッ チ ン グ す る こ と が で き 、 且 つ エ ッ チ ン グ 面 を 表 面 荒 れ の な い 平 滑
な 面 に す る こ と が で き る と と も に 、 が 生 じ る こ と を 防 止 で き る 。 従
っ て 、 低 抵 抗 な 金 属 材 料 を 必 要 と す る 多 層 配 線 等 の 分 野 に お け る パ タ ー ン の 高 密 度 化 と 微
細 化 に 対 し て も 十 分 に 対 応 す る こ と が で き る 。
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